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中でもひと際改善業務に
熱心だったのが
Tさんだった

製造現場では
チーム一丸となって
問題解決に取り組んだ

回転数は同じ
なんだけど…

これまでの
機械とは
違うからな…

そのため技術者たちは
過去の経験をもとに機械の調整を行い
稼働させるしかなかった

機械を扱うには
専門的な知識が必要

品質クレームなどに対応するため、
改良されたファスナーの生産が始まったが

工業用ランドリーだと
酸化しちゃうからね…

洗濯すると変色して
しまうとか…

ジーンズ用ファスナーの
品質課題に対応している
時期だった

1990年代
この工場では

クレームが
届いている！

ソロカバ工場

YKKブラジル社



君に
任せたいんだ！そして何より

チャレンジ
精神がある！

君は
勤勉で誠実！

な…何故私が…？

そこから持ち帰った
技術を広め
現場の改善レベルを
高めてほしい

機械の開発・製造を
行なっている技術の総本山
それが日本の黒部だ

え！

日本で
技術研修を受けて
もらいたい

そこでTさん

今のブラジル社の
対応だけじゃ
限界があるな

しかし生産性や
コストを考えると

マンパワーを使えば
現場は回るように
なりました

機械の状態は
ずいぶんよくなったな

君や他の作業員の
努力の甲斐あって

製造部長Uさん

会議室



やはり
私ではとても…

部長…
日本への
技術研修ですが…

だけど
あの時…

やっぱり俺には
荷が重すぎる！

何度やっても
調整できない！

だめだ！

原理原則から調整方法まで
しっかり理解する必要があった

学んだことをブラジルの現場に
落とし込むためには

はい

これがずれていると…

この調整では
ここの部品が重要なんだ

Tさんは約1ヶ月半の間
日本の技術者から機械の
調整方法を学んだ

Tさんは日本に発った1996年10月3日



失敗しても
成功するまで
諦めず
挑戦しよう

悩んでいる
場合じゃない

信頼できるU氏の判断で
自分を選んでくれたのだ

部長…

成功するまで
挑戦し続けてほしい

たとえ
失敗したとしても

私は君を信じて
任せたい

君はいつも通り
やってくれればいい

だから全ての責任は
私にある

普段の君の
仕事ぶりを見た上で
判断をしたんだ

君を日本に
行かせることを
判断したのは私だ



半製品の寸法誤差…
品質管理レベルの違いと
いうことか…

またスライダーの品質も
安定しません

機械の稼働に影響
しているみたいです

どうやら前工程の半製品の
寸法誤差が原因で

なぜ日本で学んだ
調整を行っても
うまくいかないんだ

しかし…

現場一丸となって
機械の改善に取り組んだ

ブラジル工場の技術者たちに
日本で得た技術を共有し、
ブラッシュアップしながら

無事研修を終え帰国

Tさんは理解できるようになるまで
繰り返し学び続けた



はい！

「品質にこだわり続ける」ために
「失敗しても成功せよ」だ！

YKKの
コアバリューを
思い出せ

みんな

Tさん
どうすれば

部品交換を
試してみましたが
効果がありません

この故障が
頻発しているな

何度も困難に直面したが…

なるほど

品質を保つ
ためには…

○○工程の
△△さんに
聞いてみよう…

そこで
前工程にも協力してもらい
改善を進めた



終わり終わり

各国/地域の社員の
こうした不屈の努力が
YKKを支えている

現在ソロカバ工場の
生産数量の
実に78%を占める
主要アイテムへと
成長した

この時導入した
ジーンズ用スライダーは

ブラジル社全体の
技術向上に貢献した

翌年には
吉田ノルデステ社の
製造部門の技術指導も
実施し

よくやったコスト、品質ともに
飛躍的に向上することに
成功した

機械の安定稼働を
実現でき

遂に ――――――

エンジニアたちは
挑戦し続け
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